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プラネタリウムと恐竜展:浜松科学館見学会の報告

加藤国雄

ア丹 31日(月)西部支部では，高等学校理科教育研究会地学部会と合同で「プラネタリウムと恐竜

展Jを実施した.はじめに最新のプラネタリウムを，続いて「恐竜展~大空に羽ばたいた恐竜たちJ

を見学した.恐竜展で展示された化石の多くは最近中国で発見され，は虫類と鳥類の両方の特徴を

ね備えていた e

1.プラネタリウム

開館20周年を迎えた浜松科学館では，これまでのプラネタリウムに替わり「ジェミニスター謹jと

呼ばれる最新鋭のプラネタリウムが設置された.rジェミニ」は「ふたご座Jの意味で，光学式「イ
ンフイニウムSJとデジタル式「スカイマックスDSJの2つのプラネタリウムが一緒になったもので

ある.天体の日照運動を表現するときに星の軌跡が表示されることや，天の川を構成する天体が，ご

く小さな27万個の星一つひとつで表現してあることなど，従来と比べはるかに精密な映像が展開され

る.また日食の場合に，地上から宇宙空間まで，連続的に観察場所(観測者の視点)を変えて表現す

ることが可能で，太陽と月と地球の立体的な位買を学ぶには大いに役立つと忠われた.プラネタリウ

ムを見ている人が宇宙空間を移動するとき，自の当たりにする景観も臨場感あふれる大パノラマで，
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のスクリーンをもっ映画館のようであった.詳細な技術や構造はともかく ，rジ、ェミニスターmJ
の表現力が従来のプラネタリウムより格段に進歩していることは確かであった.

2.恐竜農

1861年にドイツのゾルンホーフェンで、ジ、ユラ紀の地層から発見された化石は，は虫類と鳥類の特徴

を併せ持ち，始祖烏(アーケオプテリクス Archaeopteryx) と名付けられた.その後発見された始祖

の仲間の化おは合計9体で，いずれもゾルンホーフェン一帯から見つかったものである.アジアで

は2004年7月，中国河北省で白亜紀の地層から始祖烏の仲間の化石が発見された.この化石は華美金

鳳烏(ジンフェンゴプテリクス Jinfengopteryx) と命名され， ドイツの始祖烏よりもやや原始的な特

徴をもつこと，両者が近縁関係にあることなどが明らかになった.

河北省のとなり，寮寧省では， 1996年に原始中華竜烏(シノサウロプテリクス Sinosauropteryx)

が発見された.羽毛をもつことから小型の鳥類に分類された(それまで羽毛は鳥類だけの特徴とされ

てきた)が，その後の研究により恐竜に属することが明らかになった.は虫類と鳥類、の分類区分は，

今なお熱心に議論されている.
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この10年余りの開に，羽毛をもっ恐竜や始祖鳥の仲間の化石が中国で発見され，は虫類と鳥類を結

ぶ進化の道筋が次第に分かつてきた.展示会場の出口付近では，ビデオによる説明を視聴することが

できた.それによると，河北省から寮寧省にかけての地域は，火山活動の毒ガスで多くの生物が死に，

その上に火山灰が降り積もって短時間のうちに埋められるという特殊な条件があり，極めて保存状態

の良い化石が大量に発見されたということである.鳥類型恐竜のほかにも，亀やほ乳類，一部は植物

の化石も展示されていた.

テレビや新開の報道により，最近中国では始祖烏のような化石が発見されたらしいということを知

っていたものの，公開された多くの化石とその説明を見ることで，より理解を深めることができた.

静岡県地学会としての参加者は，中部支部からの参加者および非会員の参加者を含めて11名だ、った.

60-


